
令和 3 年 2 月 22 日 
兵庫県新型コロナウイルス感染症対策本部 

外出自粛等による効果分析 

【三宮・姫路・尼崎・豊岡における人出の動向】 

・15 時時点では、緊急事態措置開始前後で概ね横ばいであったが、三宮では、2 月 20 日

(土)・21 日（日）は、措置開始後（1 月 16 日(土)・17 日(日)）比で約１割増 

・22 時時点では、措置開始後は三宮で６～７割減など都市部での減少し、その後、 

概ね横ばい 

【対策の方向】 

○不要不急の外出自粛、感染リスクの高い施設への出入りの自粛を引き続き要請 

○日中の外出で感染し、家庭等にウイルスを持ち込んでいる可能性があるため、県民に

対し、「ひょうごスタイル」の遵守のほか、食事中の会話を極力控えること、家庭内で

も大人数・長時間の飲食を控えることを要請 

 

【県内４地点（三宮駅、阪神尼崎駅、山陽姫路駅、豊岡駅）における人出の動向】 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

デ ー タ 元：モバイル空間統計 R 
デ ー タ 提 供 元：（株）NTT ドコモ、（株）ドコモ・インサイトマーケティング 

※ 10 日後の増減比（対 R2 年 12 月 31 日比）〔例：1/11 の値を 1/1 に表示〕 
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